
【資料３】 
 

協議３ 

   秋田市マイタウン・バス南部線における移動円滑化基準適用除外車両

の導入について 

 

１ 概要 

バリアフリー法(※1) において、乗合バス車両(※2) を新たに導入する際には、

乗降口の幅や車椅子スペース等について定めた移動円滑化基準(※3) への適合が

義務付けられている。 

秋田市マイタウン・バス南部線を運行するマイクロバス車両については、平成

21年10月の運行開始当初から、狭隘な道路や地形上の問題等により、移動円滑化

基準の適用除外認定を受けて運行しているところであり、このたび、車両の老朽

化に伴い更新が必要となったことから、利用状況等を踏まえ、移動円滑化基準の

適用除外認定を受けた車両を導入するものである。 
 

※1：高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律（平成18年法律第91号） 
※2：一般乗合旅客自動車運送事業者が路線定期運行の用に供する自動車（乗車定員11人以上） 
※3：移動等円滑化のために必要な旅客施設又は車両等の構造及び設備並びに旅客施設及び車両

等を使用した役務の提供の方法に関する基準を定める省令（平成18年国土交通省令第111号） 

 

２ 導入車両（案） 

車両の老朽化に伴う故障等が頻発しているマイクロバス１台（H21年式）につ

いて、同程度の規格をもつ以下の車両に更新するものとする。 

 

車名・型式 
トヨタコースターGX 

XZB70-ZRTEH（H30年式・中古車） 

導入車両数 １台 

乗車定員 28名（客席27名） 

車両

サイ

ズ 

長さ 6,990mm 

幅 2,080mm 

高さ 2,635mm 

車両総重量 5,425kg 

使用者 高尾ハイヤー株式会社（秋田市仁井田本町一丁目1-8） 

 

車両イメージ（同型車両） 

 



３ 移動円滑化基準の適用除外について 

  導入車両については、「移動円滑化基準適用除外自動車の認定要領」（平成19

年国自技第200号）第３の規定に基づき、適用除外認定を申請するものである。 

 (1) 適用除外の認定を申請することができる自動車（同要領第３） 

  ・地形上の理由により移動円滑化基準に適合する自動車の走行が物理的に困難

な路線を走行する自動車（自動車の運用上やむを得ず当該路線以外を走行す

る場合も含む。） 

・幅2.1ｍ以下であって乗車定員が23人を超える自動車、ガイドウェイバスそ

の他の技術開発上移動円滑化基準への適合が困難な自動車 

 (2) 申請理由 

秋田市マイタウン・バス南部線河辺Ａおよび雄和Ａコースにおいては、これ

までの運行実績より、マイクロバス車両以上の輸送力が必要であるが、狭隘な

道路があるなどの理由から、同車両を使用することとしている。 

しかし、同車両は、移動円滑化基準に適合する乗降口の幅や床面の高さとす

ることが構造上困難であるほか、利用者の約８割を占める高齢者や障がい者の

着座による安全確保を優先し座席数を確保する必要があることから、車いすス

ペースの設置等も困難である。 

以上のことから、これまでと同様、適用除外認定を申請するものである。 

 

４ 適用除外認定を申請する移動円滑化基準の内容 

 (1) 第37条第２項：乗降口の幅（80cm以上）、スロープ板の備付け 

 (2) 第38条第１項：床面の高さ（地上面から65cm以下） 

 (3) 第39条：車椅子スペースの設置 

 (4) 第40条第１項：通路の幅（80cm以上） 

 

５ 導入予定日 

  令和８年１０月１日（木） 

  ※導入日は車両の整備状況等によって変わる可能性があります。 

 


